
㎜フ

Ｉ
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ビ

－
－
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岩
畳

Ｏ
で
宿
敵
讐

た
。
特
に
Ｔ
Ｂ
武
田
君
の
キ
ッ
ク
は
敵
に
驚
異
を
　
　
さ
る
も
の
、
奮
然
岩
中
陣
に
殺
到
せ
し
が
Ｔ
Ｂ
の

輿

へ

る

　○對
盛
岡
高
工
定
期
戦
　
五
月
十
七
日

岩
中
　
2
0

す
。
結
局
2
0

．・~ｼﾞヽ、．．・-、

3　17

３　０
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　　３

商
工

ｏ
で
タ
イ
ム
ア
ツ

０　０

｀つ~゛

Ｏ
　
盛
中

０
）
そ
の
後
盛
中
も

キ
ッ
ク
に
返
さ
る
。
2
0
分
再
び
Ｔ
Ｂ
パ
ス
で
鈴
木

河
涜
、
佐
藤
と
渡
り
ト
ラ
イ
、
ゴ
ー
ル
或
る
（
８

ｏ
）
。
2
4
分
回
禄
の
パ
ス
で
佐
藤
猛
烈
に
飛
込

ｏ
）
　
給
い
て
三
十
分
盛
中

０
）
叉
屯
2
0
分
鈴
木
鮮
か０

Ｗ

Ｏ
）
　
盛
中
す
つ
か
り
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
　
　
漫
　
　
氾

　
杜
陵
ケ
丘
に
そ
び
ゆ
る
石
柵
城
に
春
は
や
っ
て

来
た
。
そ
し
て
我
等
を
柔
か
に
抱
擁
し
た
。
吾
々

は
再
び
柴
冠
を
勝
ち
得
ん
と
、
血
と
汗
と
泥
ま
み

れ
、
練
習
を
照
る
日
も
曇
る
日
も
唯
数
々
と
緬
け

た
。

　
然
し
各
々
は
世
間
の
風
評
を
外
に
、
一
、
練
習

ニ
、
練
習
と
岩
手
の
彼
方
に
夕
日
が
沈
む
迄
汗
と

泥
の
血
ま
み
れ
に
な
っ
た
。

　
　
　
對
岩
手
娶
専
戦
　
　
四
月
十
八
日

岩
中

　　１１

_--．･ふ
11　0

０　　０
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　　０

は
岩
中
良
く
氏
姓
揃
ひ
の
讐
専
を
雁
し
1
1
分
角
掛

君
の
Ｐ
Ｇ
。
1
9
分
川
村
君
、
2
3
分
河
港
君
と
ト
ラ

イ
な
り
、
一
ゴ
ー
ル
成
功
し
１
１
一

専
を
三
年
ぶ
り
で
撃
破
す
る
。

岩
中
　
３

~一心-､、
３　０

ん
で
ト
ラ
イ
（
Ｈ

ル
或
る
。
（
1
6

陣
ゴ
ー
ル
上
の
タ
ッ
チ
よ
り
日
山
君
ト
ラ
イ
ゴ
ー

０

心

Ｏ
い
。
鈴
木
、
河
擾
は
、
虚
を

　
始
め
高
工
瓦
鐙
を
利
し
て
猛
攻
し
来
た
が
、
武

田
、
鍔
泌
の
キ
ッ
ク
に
返
さ
れ
・
、
岩
中
は
５
分
ス

ト
ラ
イ
、
2
0
分
Ｐ
Ｇ
吉
田
（
修
）
成
功
。
2
2
分
鱒
渫
　
　
き
卜
｝
フ
イ
（
1
9

前
牛
は
哨
軍
共
に
固
く
な
り
無
総
な
れ
ど
後
半
　
　
ゴ
ー
ル
成
り
、
前
半
1
7

一
退
。
ノ
ー
サ
イ
ド
直
前
高
工
に
Ｉ
ト
ラ
イ
を
許

３
で
本
校
快
診
す
る
。

〔
後
牛
〕
盛
中
疲
努
の
色
濃
く
岩
中
Ｔ
Ｂ
稿
走
に

ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
、
1
0
分
Ｔ
Ｂ
パ
ス
に
出
つ
て
佐
藤
　
　
混
風
す
・
1
0
分
河
濠
ダ
ッ
シ
ュ
で
盛
中
Ｔ
Ｂ
を
撲

ト
ラ
イ
、
2
6
分
武
田
パ
ン
ト
で
投
き
狗
走
ト
ラ
イ
　
　
突
く
引
寄
せ
戦
法
に
掛
り
ヽ
佐
菖
ノ
ー
マ
ー
ク
に

な
瓦
り
分
悠
々
佐
藤
ト
ラ
イ
、
ゴ
Ｊ
ル
成
る
（
2
4

プ
。
後
半
は
立
ち
上
り
岩
中
ｓ
ト
ラ
イ
し
後
一
泡
　
　
１
０
）
績
い
て
駿
足
武
田
ア
ラ
イ
ン
ド
を
突
き

1
8
分
ト
ラ
イ
。
（
2
7

ゴ
ー
ル
成
り
。
（
3
7

に
敵
を
突
破
ト
ラ
イ
。
ゴ
ー
ル
或
る
（
3
2

2
5
分
Ｆ
Ｗ
の
強
引
無
双
の
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
成
功

對
盛
岡
中
學
定
期
戦
　
六
月
二
十
日

岩
中
　
3
7

　　37
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剌
岩
手
略
奪
定
期
戦
　
四
月
二
十
九
日

　５　　６
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　　１１＃
　
￥
９

気
消
沈
し
ノ
ー
サ
イ
ド
。

　
唸
り
‥
勝
利
の
雲
散
は
涅
に
岩
中
に
揚
っ
た
。
而

も
開
戦
以
来
の
大
差
を
も
っ
て
、
宿
敵
襲
中
を
再

び
立
つ
能
は
ざ
る
迄
叩
き
っ
け
た
。
呆
然
と
悲
嘆

の
倶
に
く
れ
る
襲
中
軍
、
診
っ
た
岩
中
軍
の
湿
手

の
双
頬
に
は
感
激
の
色
顎
く
泌
み
出
て
る
。
グ
ラ

　
「
前
牛
」
盛
中
先
取
に
飴
ま
る
。
岩
中
す
で
に
敵

を
呑
む
慨
あ
り
。
・
５
分
早
く
も
Ｔ
Ｂ
パ
ス
に
由
り

河
逢
君
巧
な
ド
ヂ
ン
グ
で
美
事
に
密
集
を
抜
き
、

右
中
間
に
ト
ラ
イ
。
（
３

　
本
校
は
、
野
件
数
練
直
後
の
恰
元
鍼
な
く
２
ト

ラ
イ
Ｐ
Ｇ
を
許
せ
し
が
後
牛
に
於
て
Ｈ
Ｂ
の
川
村

君
飛
込
ん
で
Ｉ
ト
ラ
イ
を
返
し
た
の
み
で
敗
ら
れ



ｙ

ド

く
勝

べ

に
ど
よ
め
く
咆
長
歌
に
一
方
は
初
夏
の
空
高

利

を
奏
し
、
一
方
は
重
々
し
く
悲
痛
に
来
る

き
日
を
激
励
し
て
る
。

今
更
の

郡←－第

噫
日
‥
‥
脇
つ
べ
多

日
’
μ
Ｍ
’
一

く
心
に
痛
く
感
ず
る
。

校
内
ラ
グ
ビ
ー
大
會

甲
　
　
乙

五
　
　
三

Ｉ９
‐
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五
　
　
四
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引
分
け
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30
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乙
　
Ｂ

二
　
　
一

一 一 -

０
　
　
６
一

　
　
　
　
　
　
　
一

引
分
け

ｙ

生
徒
二
十

　
　
総
員

０

は
戦
！

乙
　
　
甲

６

=・
一

一-

一
入
　
先
輩
四
人

二
十
六
大

３

一
、
日
課

　
起
床
ｉ
五
時
。

練
習
－
六
時
ｉ
八
時
。

朝
食
ｉ
八
時
半
。
自
習
一
九
時
―
十
一
時
半
。

害
食
一
十
二
時
。
練
習
一
二
時

　
夕
食
―
六

　
－
九
時
。

一
、
役
員

就
寝
－
九
時
半
。

総
監
　
部
長
山
中
先
生

年

｀ぺ

決
勝
戦

岩
手
中
4
6

盛
中

－岩
中

.-～-.λ4ﾐヽ

25　　21

14
・
－
－

-･

五
時
。
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１
240勘得

心五

順
く
は
後
荒
諸
君
よ

く
れ
。

此
の
椋
統
を
永
遠
に
守
っ
て

明
治
神
宮
東
北
限
選

岩
中秋工

24
場
所

日
時

j¬

９

･~Ｗ
０　　９

岩中

16　8仙工

七"心
　　242

4
　
秋
工

仙商

―
‐

ｏ
ａ

″
、
リ

Ｑ

８

ラ
ン
ド

時
。
散
歩
及
び
、
ル
ー
ル
研
究
七
時

つ
Ｉ
ナ
、
日
本
犬
學
選
手
先
輩
鷹
木
立
夫
氏

會
計
係
は
河
澄
（
五
年
）
。
炊
事
係
は
瀬

吉
田
（
茂
）
）
五
年
）
、
三
上
（
四
年
）
。

明
治
神
宮
固
民
錬
成
大
倉

岩
手
順
陳
迦
　
九
月
二
十
五
日

盛
Ｕ
．
中

　9

17

仙
畷
評
定
河
原
帝
大
グ

昭
和
十
七
年
九
月
二
十
七
日
九
時

　
菩
等
は
昨
年
の
7
4
－
３
を
復
讐
せ
ん
と
決
死
の

畳
悟
で
出
場
す
。

前
半
〕
立
ち
上
り
一
本
校
非
常
に
悪
く
２
分
、
４

分
と
縦
け
て
秋
工
膏
藷
に
ト
ラ
イ
さ
る
。
一
ゴ
ー

４
ｇ
ｒ
Ｑ
(
ｏ
‐
ｚ
）
漸
次
本
校
調
子
を
つ
く
や
猛
然

と
秋
工
軍
に
突
入
し
、
1
2
分
、
Ｆ
Ｗ
の
勇
猛
果
敢

の
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
美
事
決
り
（
３
１
８
）
と
迫

る
。
本
校
志
気
益
々
上
り
、
又
も
1
6
分
ス
ク
ラ
ム

ト
ー
フ
イ
の
珪
を
武
田
押
え
て
ト
ラ
イ
（
６
－
８
）
と

肉
逍
し
瓢
衆
の
手
に
汗
を
握
ら
せ
る
。
そ
の
後
秋

工
底
力
に
物
を
言
は
せ
、
本
校
陣
に
殺
到
し
た
、

６

第二部

　21
甲
　
Ａ

二
　
　
一

０夏
　
季
　
合
　
宿
　
（
十
一
日
間
）

一
、
七
月
二
十
五
日
午
後
集
合

１
Ｉ

－
・

八
月
五
日
正
午
解
散

べ
校
内
柔
浴
場
二
階
　
幣
専
グ
ラ
ン
ド

一

泰

加
人
員

部
長
先
生

－
１
‐
－
０
‘

岩
中
尉
昼
中
成
績
記
録
表

7
－
14

７
・

　
ｊ
ｌ
Ｉ

綬

敗
-

｜
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本
校
巧
み
に
タ
ッ
チ
を
攻
め
て
返
す
。
2
5
分
Ｔ
Ｂ

パ
ス
を
河
港
ダ
々
Ｉ
　
Ｉ
で
秋
工
Ｔ
Ｂ
の
中
央
を
突
破

ゴ
ー
ル
前
で
佐
藤
に
パ
ス
、
佐
藤
駿
足
を
利
し
て

快
走
ト
ー
フ
イ
成
り
（
９
１
８
）
　
秋
工
軍
の
顔
色
な

か
ら
し
め
た
。

　
〔
後
半
〕
本
校
元
気
良
く
秋
工
陣
で
二
漁
二
退
。

５
分
秋
エ
ゴ
ー
ル
前
で
凱
歌
と
・
な
り
ト
ラ
イ
と
見

丸
た
が
、
天
下
に
そ
の
勇
名
の
あ
る
。
秋
工
は
、
本

領
を
疲
揮
、
巧
み
に
ド
ロ
ッ
プ
で
返
さ
る
。
1
0
分

本
校
ベ
ナ
ル
テ
を
以
ら
れ
敵
主
将
一
成
Ｐ
・
Ｇ
或

る
（
９
１
1
6
）
。
本
校
肯
も
屈
せ
ず
敵
陣
深
く
攻
撃

し
た
が
、
秋
工
Ｈ
Ｂ
の
堅
防
に
無
儒
。
2
4
分
限
斎

藤
、
又
も
」
奮
然
猛
進
し
、
ト
ラ
イ
ゴ
ー
ル
成
り

（
９
－
1
6
）
。
2
6
分
敵
は
Ｆ
・
Ｗ
を
も
ぐ
つ
て
ト
ラ

イ
、
ゴ
ー
ル
成
り
（
９
１
2
1
）
。
2
9
分
Ｐ
Ｇ
（
９
－

2
4
）
を
許
し
た
。
本
校
最
後
・
迄
頑
張
つ
た
が
力
及

ば
ず
敗
る
。

　
嗚
呼
敗
れ
た
。
敗
軍
沈
消
し
・
敗
。
将
何
・
を
・
や
語
ら

ん
。
枯
草
に
一
露
の
涙
あ
・
り
フ
朔
風
に
慰
籍
の
屋
’

あ
り
。
疲
れ
し
騎
裡
に
閃
め
く
は
懐
し
き
石
榴
の

嘸
・
長
歌
、
旗
の
渦
巻
。

　
　
　
對
松
尾
鏑
山
定
期
戦
　
十
月
十
八
日

本
校
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岩
中
　
4
6

岩
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6
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26　　20
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38　　23

ｏ
　
松
尾

Ｏ
　
東
配

　
　
へ
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来
年
度
の
メ
ン
バ
ー
を
主
替
と
し
對
戦
す
。
唯

Ｆ
・
ｕ
一
五
年
角
掛
Ｔ
・
Ｂ
に
五
年
四
阿
座
が
人
つ
・
た

だ
け
だ
。

　
　
　
對
東
北
配
電
七
八
割
定
期
瞰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
十
日

　
ｆ
Ｏ
　
東
配

七

東
雁
度
の
メ
ン
バ
ー
で
對
戦
す
。

對
東
北
配
・
電
定
期
戦
　
十
一
月
十
四
日

０　０

Ｊ｀Ｙ~

　
戦
に
次
ぐ
に
・
戦
を
以
つ
て
し
、
戦
九
度
、
破
れ

し
は
二
。
斯
く
し
て
今
許
に
一
秋
も
暮
れ
な
ん
と

す
。
蒼
空
に
飛
ぶ
ボ
ー
ル
、
キ
ッ
ク
の
響
、
走
る

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
。
姿
。
さ
ら
ば
我
が
去
る
後
を
守
る

諸
君
よ
。
キ
ッ
ク
に
パ
ス
に
タ
ッ
ク
ル
に
正
し
き

研
扱
を
債
・
み
、
禰
々
高
・
く
永
久
に
覇
・
者
た
れ
。
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